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研究成果の概要（和文）：本研究では、2000年代以降の新しい認知症ケア概念の特徴を、複数の質的データに基
づいて明らかにする作業と、ケアを超えて展開する認知症をめぐる活動についての探索的検討を行った。第一
に、認知症関連の複数のドキュメンタリー番組の視聴と文字の書き起こしから得たデータをもとに、過去の認知
症の人へのケア実践と現在のものとの異同を明らかにし、現在の認知症ケア実践に対する示唆を示した。第二
に、フィールドワークをもとに、認知症の本人を重視した現代的なケアに置けるジレンマを明らかにした。第三
に、ケアや介護の課題を超えて展開する当事者活動の持つ可能性と予想される困難について検討し、今後取り組
むべき課題を明確にした。

研究成果の概要（英文）：This study clarified the characteristics of the new conceptualization of 
dementia care emerging from the 2000s on the basis of multiple qualitative data and explored certain
 activities related to dementia that move beyond caregiving issues. First, based on text data 
obtained from viewing multiple documentary programs related to dementia, I revealed the differences 
and similarities between common care practices for people with dementia in the past and current 
practice and presented suggestions for improvements to current dementia care practice. Second, based
 on fieldwork, I revealed a dilemma in advanced person-centered care for people with dementia. 
Third, I examined the possibilities and anticipated difficulties of developing activities involving 
those with dementia beyond caregiving and medical issues and clarified issues to be addressed in the
 future.

研究分野： 社会学

キーワード： 認知症　ケア　当事者
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１．研究開始当初の背景 
日本におけるケアの社会学的研究におい

て、2000 年代後半から「見守り」と言われ
るケアの要素に注目が集まってきた（寺本他
編 2008『よい支援？』生活書院など）。「見
守り」概念は、ケアされる者とする者との二
者関係の中での具体的な介助という行為水
準で捉えることが難しく「一緒にいること」
「場所を作ること」などで表現される内容を
指している。 
こうした「見守り」の重要性が顕著に現れ

てくる領域の一つが、「行動障害」や認知機
能の低下に伴う生活上の不便などの支援が
中心になる認知症ケアである。これまで家族
を中心とした介護者から、認知症の人のケア
における「見守り」の存在とそれに伴う困難
は指摘されてきていた。しかしながら「寝た
きり」や身体的介助を中心とした介護の概念
化の中で、その内容やニーズへの注目は遅れ
てきた。他方で、2000 年代以降、認知症の
本人の「思い」に注目した新しいケアの考え
方が社会的に強調されていく中で、それ以前
から草の根的になされてきていた、介護する
側ではなく認知症の本人に寄り添い、地域の
中に「居場所」を作る実践に注目が集り、い
わば「見守り」的な部分を中核にした認知症
ケアや高齢者介護全体の編成が目標とされ
るようになっていった。 
以上のような政策や実践を反映して、介護

や社会福祉領域における研究では実践的な
関心に基づき「見守り」的なケアの測定や、
「居場所」を作る実践の事例紹介がなされて
きていた。しかし、それら他分野の報告・研
究では、「見守り」概念の経験的データに基
づく精緻化が十分ではない状況であった。ま
た、「見守り」という行為領域に関しては、
認知症ケア領域とは別の、例えば、知的障害
者の地域支援などでも課題となっており、認
知症ケアとの類似性も指摘されている（寺本
他編 2008）。しかし、ケア概念が社会的、社
会科学的に汎用的に使われるようになって
きた一方、領域横断的に類似性や差異を検討
する考察はそれほど進んでいないのが開始
当初の状況であった。 
  
２．研究の目的 

1 で提示した経験的データに基づく精緻化
と他領域との比較に基づく横断的検討とい
う課題を踏まえて、本研究の第一の目的は
「見守り」を中心とした認知症ケアの概念を
彫琢し、認知症ケア研究を進展させていくこ
とである。 
経験的データに基づく精緻化として、これ

まで申請者が行ってきた研究で得た認知症
に関する文書・映像データのテキストをもう
一度整理・分析し、時代や実践の文脈におけ

るケアや「見守り」行為のあり様に関する比
較検討を行う。以上を出発点としながら、認
知症ケアが行われていたり、ケアを行ってい
る人が集ったりしている場でのフィールド
ワークを行って「見守り」や「居場所づくり」
のあり様を、これまでの自身の研究で行って
きたフィールドの分析の知見と対照させる
ことでより明確にしていく。  
以上のような認知症ケア領域での経験的

検討を、他領域の研究とつなげていくことが
二つ目の目的である。筆者は他研究者と連携
して 2011 年 3 月に『支援』という雑誌を創
刊した。その雑誌は知的障害や発達障害の地
域支援について研究をする研究者、実践者も
寄稿する形のものであり、他領域の研究にお
ける「見守り」の分析と対比が可能な媒体で
ある。この媒体は一例であるが、領域横断的
な考察においては、申請者本人が障害などの
領域の資料を蓄積し、関連付けていく作業を
行うことはもちろん、他領域の研究者や実践
者が生み出す成果との間で相互参照する中
で、知見を深め、ケアの概念化を行っていく
作業が重要である。すなわち、ケアを社会学
的に論じる議論の空間の創成を試みるので
ある。 
 
３．研究の方法 
本研究の方法的な柱はフィールドワーク

（参与観察、インタビュー）に基づく考察と
認知症ケアの現代史の把握のための資料の
探索・整理・分析の二つである。 
まずは、以前の研究の中で収集・作成して

きた認知症ケアの歴史を明らかにするため
のデータ（主に文書、映像の逐語録など）を
整理しながら、それらから把握できるケア実
践を比較検討することから始め、徐々にフィ
ールドワークの比重を増やしていく。また現
代史的なデータの追加収集・分析として、
NHK アーカイブスの閲覧を再度申請すると
ともに、文書資料の収集・整理も継続する。 
「見守り」の内実把握の中核的作業となる

フィールドワークを、それ以前から関係を形
成してきた若年性認知症の支援を主に行い
つつ、新たな場を作っていこうとしているフ
ィールドを中心に行う。だが、認知症をめぐ
っては新たな支援の試みなどが増えてきて
おり内容も流動的なので、適宜、比較に適し
たフィールドを見つけながら継続的に行っ
て、データを蓄積し分析していく。 
さらに、以上のように、データ分析をした

後、障害など他領域におけるケアとの領域横
断的な検討を、多様なケア領域の研究者が揃
う研究会や媒体で報告しながら行っていく
予定である。 
 
４．研究成果 
 本研究の成果は、第一に、本研究課題開始
以前から収集してきたNHKの認知症関連番組
の詳細なテキストデータを基に認知症ケア
概念の特徴や変遷を再分析して、国際学会等



で報告したことである。研究成果の⑦、⑧、
⑪がそうした業績になる。2000 年代以降に認
知症関連の番組は増大し、それらの番組の中
では本人の「思い」が焦点を当てられたり、
認知症の人たちに対するパーソンセンター
ドケアなどの新しいケアのあり方が紹介さ
れたりしている。そうしたデータからは一見
本人の「思い」の重視や「その人らしさ」へ
のよりそいといった、従来の介護行為とは異
なるケアのあり方はそれ以前の認知症ケア
においては不在であったかのように映る。し
かし、1980 年代からの認知症（痴ほう、呆け）
関連の番組においても、本人の「思い」への
注目や、よりそうケアのようなものは、先駆
的なケア実践をとりあげた番組の中に見る
ことができた。ただし、そこにおける「思い」
には、現在注目されている「思い」とは異な
る意味づけを与えられているなど、差異もも
ちろん見られる。また、本人の「思い」がケ
ア現場の置かれた環境や文脈の中で、現場に
葛藤をもたらすさまなども見えてくる。この
ような認知症ケアや認知症の人の表象にお
ける、現在との異同を、映像データの分析に
よって歴史的に明らかにすることを通じて、
現在のケア実践の中にも潜在的に含まれう
るいくつかのケアのあり方のバリエーショ
ンや、生じうる課題を見出すことができた。
本来であれば、国際学会での報告から他国と
の比較などへの展開に至ることができれば
よかったが、それは本研究以降の課題である。 
 第二に、「見守り」などの新しい認知症ケ
アの概念の彫琢という目的に関わる成果が
挙げられる。当初目的に設定したような複数
のフィールドにおける精緻な経験的な研究
は、実際には達成できなかったが、以前から
フィールドワークを続けてきたいくつかの
サイトにおけるケア実践について分析し、理
論的にまとめた論文や文章を数本発表する
ことができた（①②⑰⑳㉔）。特に若年性認
知症の人や家族に対する支援において、「で
きること」を可能にするような場を設けると
いったことが支援実践としてなされてきて
いるが、そうした試みの意義と現場で生じる
葛藤について明らかにしていった。また、そ
の作業の派生的な成果として、認知症ケアを
対象とした社会学や社会調査のあり方に関
して考察する研究報告や論文発表を行った
（③⑨）。 
 第三に、第二の成果を踏まえて、ケアする
側とされる側を前提としてケアや支援を超
えるような実践や活動の探求に乗り出し、い
くつかの試論的な論文や報告を発表するこ
とができた。④は障害者の領域におけるアー
トや農業とコラボレーションのもとで生ま
れている実践報告を中心としたシンポジウ
ムをまとめた論文であり、認知症領域におけ
るまちづくりや農業との連携などの新しい
居場所づくりの動きを考える際の参照とな
る事例である。また、⑤⑥は、知的障害者へ
の福祉の研究者や、当事者たちとの共同研究

であり、当事者参加型のリサーチがいかにし
て可能かを検討したものである。こうしたプ
ロジェクトから認知症の人が参加したリサ
ーチのあり方を考えていくことが次なる課
題として見出された。このように、他領域に
広がる形で、またケアに留まらない認知症を
めぐる活動に焦点を移していくような形で、
研究が展開していき、認知症に関する研究と
しては、当事者の活動に焦点を当てた⑪や㉖
などの成果を発表することもできた。 
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